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研究成果の概要（和文）： 

 本研究は、韓国・朝鮮の伝統芸能プンムルとサムルノリを教材化し、それらの教材を用いて

どのような教育内容を構成することができるのかについて、米国の多文化音楽教育の理論に基

づいて明らかにすることを目的とした。多文化音楽教育の理論においては、音楽の伝統的側面

だけではなく、文化変容の実際も踏まえ、真実性を追求しつつ情報を収集し教育内容を構成す

ることの必要性が主張されていた。プンムルとサムルノリは、在日コリアンにとってアイデン

ティティの形成や多文化共生といった目的に基づいて演奏されている。こうした伝統芸能の新

たな意味も含めた教育内容を構成することが必要であることを指摘した。 

 
研究成果の概要（英文）： 

The purpose of this research is to examine the educational content of music lessons 
which use Korean traditional music Pungmul and Samulnori as teaching materials 
based on the theory of multicultural music education in the USA.  
   According to the theory of multicultural music education, authenticity of culture is 
essential for lessons. In short, it is necessary to gather information about the 
traditional and modern aspects of the music including acculturation in order to 
structure the educational content. Pungmul and Samulnori are related to ethnic 
identity for Zainich Koreans, and these types of music are performed in order to 
accomplish a multicultural society. I included ideas for a suggested lesson plan which 
includes not only music material but also cultural information of Pungmul and 
Samulnori. 
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１． 研究開始当初の背景 

 

(1) 多文化音楽教育は、米国において 1970

年代より多様な人種・民族との共生に向け、
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実践されてきた。日本にも外国にルーツのあ
る多くの人々が暮らしている。こうした日本
の社会的背景からも、日本の学校においても
多文化音楽教育を実践することは重要な課
題である。 

 

(2)1980 年代より、在日コリアンの子どもた
ちへの学校における差別に対してその実践
が日本の公立学校において行われるように
なった。プンムルとサムルノリは、音楽授業
や特別活動、総合的な学習の時間等で、用い
られてきた教材である。この教材を通してど
のような教育内容を構成することができる
のか多文化教育の観点から問い直すことが
必要である。 

 

２．研究の目的 

 

(1)アメリカでの先行事例に学びつつ、日本
型の多文化音楽教育の内容を構築し、教師が
活用できる教材を試行的に開発する。 

 

(2)プンムルとサムルノリは韓国・朝鮮の器
楽アンサンブルであり、在日コリアンにとっ
ても自らのアイデンティティに直結する音
楽である。この音楽に日本の子どもたちが接
することの教育的・文化的意味を明らかにし、
同時に教育的意味が最大になると思われる
教育内容を構築し、それを子どもたちに分か
ち合えることが可能な教材を試行的に開発
する。 

 

（3）(1)と(2)を通して多文化教育および音
楽教育学の諸概念の再定義を行うとともに、
共生型多文化教育の実践がより発展するた
めの理論的基盤を構築する。 

 

３．研究の方法 

 

３年間の研究は次の三つの方法で取り組ん
だ。 

(1) 米国の先行研究の批判的検討、特に「多
文化」、「多文化音楽」、「多文化音楽教育」に
関する概念の批判的検討を日本との対比に
おいて行った。 
 
(2) フィールドワークを通して、プンムルと
サムルノリの音楽と文化が演奏者の中でど
のように意味づけられているのかを調査し
た。 
 
(3) プンムルとサムルノリを教材化するた
めの記譜法を検討し、楽譜を作成した。 
 
(4) プンムルとサムルノリの中から、初心者
の子どもたちの学習に適した楽曲の中のリ
ズムパターンを抽出し、チャンゴと呼ばれる

韓国の伝統楽器で演奏できるように教材化
した。そして、これらの音楽への理解を深め
るための文化的背景に関する教育内容を明
らかにした。 
 
４．研究成果 
 
(1)米国の多文化音楽教育の理論における教
材と教育内容 
多文化音楽教育としての授業実践におい

て、何を教えることが必要であるのか、その
教育内容を明らかにすることは、教材開発を
進めるための理論的基盤となる。 
本研究では、音楽の文化的側面に焦点を当

て、多文化音楽教育の教育内容について、次
の二つの視点に基づいて検討した。第一は、
米国の多文化音楽教育の概念を整理するこ
とである。第二は、多文化音楽教育の教材に
ついてどのように論じられてきたのかを
「 MENC:全米音楽教育協会」（ MENC: The 
National Association for Music Education）
が出版した 2000 年以降の文献を考察するこ
とである。その結果、以下の２点が明らかと
なった。 
・ 米国の多文化音楽教育において、ある

民族固有の音楽だけではなく、様々な
民族の音楽要素が混ざり合った音楽も
教材とされており、民族や国境を越え
た音楽の相互影響関係が学習できる内
容が取り入れられている。 

・ 米国の音楽教育者は、多文化音楽教育
の学習内容を構成する際に、文化の担
い手と直接かかわりながら情報を収集
し、真実性を追求することの重要性を
主張した。授業を行う際には、文化の
担い手にとって、その音楽がどのよう
な意味があるのかについて明らかにし、
そのことを学習内容として位置付ける
ことが必要である。 

 
(2)日本における韓国伝統芸能の新たな意味 
近年の米国の多文化音楽教育の理論では、

ある国や民族の音楽が国境を越えて演奏さ
れることによって、音楽の意味が変容してい
る状況についても、学習内容として位置付け
ることの必要性が主張されていた。 
本研究では、韓国伝統音楽であるプンムル、

サムルノリが日本で演奏されることの意味
について考察した。そのために、韓国・朝鮮
の文化を中心とした祭りである「京都・東九
条マダン」の演目「和太鼓＆サムルノリ」を
対象に検討した。 
「和太鼓＆サムルノリ」は、和太鼓とサム

ルノリのフュージョンである。この音楽は、
在日コリアンの日本における経験に基づい
て作られている。こうしたことから、「和太
鼓＆サムルノリ」は、在日コリアンがサムル



ノリを用いて日本で創造した新しい音楽で
あるととらえることができる。 
本研究では、「和太鼓＆サムルノリ」が多

文化音楽教育の教材として、どのような可能
性があるのかについて明らかにするために、
この演目の演奏者に聞き取りを行い、その内
容について検討した。多文化音楽教育として
の授業実践において、「和太鼓＆サムルノリ」
を学習すること意味は、次のようにまとめる
ことができる。 
・ 在日コリアンの日本における様々な経

験について、音楽を通して知ることが
できる。 

・ 在日コリアンが日本人と出会ったとき
の気持ち、在日コリアンと日本人との
相容れない状況とそれを乗り越えよう
とする人々の様子などについて、音楽
を通して理解することができる。 

・ 多文化社会において、人々が異文化と
出会ったとき、違いを取り入れながら
新たな音楽を創造することや、多様な
民族が暮らす社会では異なる民族間の
相互関係によって、新たな音楽が作ら
れるという多文化社会の可能性を理解
することができる。 

 
(3) 在日コリアンとプンムル、サムルノリ 
韓国・朝鮮の文化を中心とした「東九条マ

ダン」は、在日コリアンと地域の日本人が協
同してつくる祭りである。この祭りでは、前
述した「和太鼓＆サムルノリ」の他に、「大
プンムル」「大サムルノリ」といった音楽に
関する演目がある。これらの芸能は、在日コ
リアンにとってどのような意味があるのか
について考察した。その結果は以下の２点で
ある。 

・ プンムルとサムルノリを演奏するこ
とは、在日コリアンとしての肯定的な
民族意識とアイデンティティ形成に
重要な役割があること。 

・ 祭りの中で、様々な世代の在日コリア
ン、日本人が一緒に音楽をつくり、演
奏することによって、多文化共生の在
り方を表現していること。 

 東九条マダンにおける「和太鼓＆サムルノ
リ」とプンムルとサムルノリの意味は、多文
化音楽教育の教育内容として位置付けるこ
とができる。 
 
(4) 韓国・朝鮮の伝統音楽による授業実践 
在日コリアンによって演奏されているプ

ンムル、サムルノリの意味は、前述した通り
である。多文化音楽教育の理論に従えば、韓
国・朝鮮におけるプンムル、サムルノリの意
味だけではなく、日本において、なぜ、これ
らの音楽が演奏されているのかについても、
教育内容を構成することが必要である。 

それでは、実際、これらの音楽は、どのよ
うに学校で学習されているのだろうか。その
ことを明らかにするために韓国・朝鮮の文化
に関する実践を行ってきた京都市の３名の
小学校教員に対して聞き取り調査を行った。
この３名の教員は東九条マダンに参加して
いる。調査の結果は以下の２点である。 

・ 小学校３年生の国語教材である韓国
の民話「三年峠」に基づいて、で伝統
楽器を用いた劇を学芸会で発表する。 

・ クラブ活動でチャンゴという韓国伝
統楽器を使って簡単なリズムを演奏
する。 

以上に加え、京都市の小学校教師にとって、
東九条マダンは、韓国・朝鮮を教えるための
教材を収集する場所としても機能している
ことが明らかとなった。 
 
(5)プンムルとサムルノリの教材開発の視点 
以上の(1）から（4）の内容をまとめ、プ

ンムルとサムルノリを用いた日本型の多文
化音楽教育の教材開発を行った。 
これまで、プンムルとサムルノリといった

韓国の伝統音楽は、在日コリアンの子どもた
ちについて問題意識を抱いてきた教師によ
って、教材化されてきた。 
ところが、そこには課題もある。たとえば、

韓国・朝鮮の文化や歴史を学ぶのか、それと
も在日コリアンの暮らしや歴史を学ぶのか
ということである。グラントとスリーター
（Sleeter & Grant, 2010）は、個々のグル
ープを動態として捉えた情報を子どもたち
に伝えることが重要であることを指摘して
いる。言い換えると、伝統芸能を静態として
捉えることによって、韓国・朝鮮の典型的な
側面しか学ぶことができず、それによってそ
の民族に対する固定したイメージを抱いて
しまうという問題が生ずることへの危惧で
ある。このことを踏まえれば、現在の伝統芸
能の新しい意味、特に、在日コリアンにとっ
ての伝統芸能とは何かについて探究し、その
情報を子どもたちに伝えることが多文化教
育としては必要である。 
 以上の課題意識に基づいて、プンムル、サ
ムルノリを教材化した。「音楽」と「文化的
背景」を総合的に学習することが必要である
と考え、以下の通り教材化を行った。 
① 音楽（演奏に関する活動） 
・ プンムルとサムルノリの長短（チャン

ダン）と呼ばれるリズムの中で、初心
者でも短時間で習得できるものを、韓
国・朝鮮の打楽器チャンゴで演奏する。 

・ 本研究においては、サムルノリの中の
「クッコリ」「ヒモリ」という楽曲の
一部を教材とした。これらの教材の一
部を抽出して教材化したものは、初心
者の子どもたちも短時間で習得する



ことができる。 
・ プンムル、サムルノリの長短は、基本

的には口唱歌で覚えて演奏する。一方
で、口唱歌の補助的な役割として楽譜
を用いることもある。本研究では、サ
ムルノリの「クッコリ」という楽曲の
中から、基本的な長短を取り出し、次
の３種類の楽譜に記した。(a)五線譜、
(b)韓国・朝鮮の伝統音楽のための楽
譜、（c）日本で開発された指導用の楽
譜。（c）は、神奈川県川崎市にある社
会福祉法人青丘社ふれあい館の 2012
年度ふれあい館社会教育研究集会「み
んなでつくろう！ふれあいフェスタ」
（2013 年 3 月 10 日〈日〉）に向けて
行われたチャンゴの５回講座で配布
された田貞桃（チョン・チョンド）氏
が作成した記譜方法に基づいている。 
 以下は、「クッコリ」の長短の一部
を 3 種類の楽譜に記したものである。 
 
    クッコリ 

 
（a）五線譜 
 

 
 
  

 
クッコリの楽譜 

 
 

 
(b) 韓国・朝鮮の伝統音楽のための楽譜 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
* (a)(b)は、次の文献に基づいて作成した。 

Korean Comservatorium of Performing 

Arts Sumulnori Academy of Muisc, Kim 

Duku Soo, Lee Kwang Soo and Kang Min 

Seok (2004). Samulnori: Korean Traditioal 
Percussion Rhythm Workbook2 Samdo Sul 
Changgo Karak, Samho Music. 

 
  (c) 日本で開発された指導用の楽譜 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
② 文化的背景に関する内容 
文化的背景に関する学習内容については、

以下の通り要約することができる。 
・ 韓国・朝鮮において、プンムルは、農

村で人々が収穫に感謝し、豊作を祈る
際に演奏されてきた。 

・ 金徳洙(キム・ドクス)は、1978 年に
李光壽(イ・グァンス)、崔鐘實(チェ・
ジョンシル)、姜旻奭(カン・ミョンソ
ク)と共に韓国の伝統楽器によるパー
カッションアンサンブルグループ「サ
ムルノリ」を結成した。金は、民族芸
能であるプンムルを舞台芸術に発展
させ、韓国以外の国々でも演奏会を開
くのと同時に、伝統音楽の記録に取り

クン：クングルチェと呼ばれる撥で太鼓の
片側を叩く。 

 

タ：ヨルチェと呼ばれる撥で鼓面の片側を
叩く。 

 

ドン：クングルチェとヨルチェで同時に双
方の湖面を叩く。 



組んだ。このグループ名が、音楽のジ
ャンルのように用いられるようにな
った。 

・ 日本においても、プンムル、サムルノ
リといった音楽は演奏されている。こ
れらの音楽は、在日コリアンにとって、
自分のルーツを明らかにできること
であり、在日コリアンであることへの
承認を得ることのできる行為として
演奏されているのである。さらに、プ
ンムルやサムルノリの独特の長短や
音楽の雰囲気に触れることは、在日コ
リアンが自分自身のルーツに近づく
手段となっている。 

・ プンムル、サムルノリといった音楽は、
集団で演奏される。こうした音楽を
様々な人々と一緒に練習し、表現する
ことは、韓国の伝統芸能を通して、祭
りのなかで多様な人々と協力し、一つ
のものを作り上げていくイメージを
表現しアピールするための意味もあ
る。 

 
 以上のように、プンムルとサムルノリの簡
単な長短を演奏すること、そして、これらの
音楽がなぜ、演奏されているのかといった観
点から音楽の文化的コンテクストについて
の情報を子どもたちに知らせることができ
る。 
 
（６）今後の課題 
 本研究は、韓国伝統音楽プンムルとサムル
ノリを教材化し、学習内容を明らかにした。 
本研究においては、ここで開発した教材を

用いた授業を行い、検証することはできなか
った。それに加え、本研究では、ここで開発
した教材をどのような学習方法も用いて授
業実践を行えばよいのかについては検討し
なかった。 
今後の課題としては、ここで開発したプン

ムル、サムルノリの教材を用いた授業が子ど
もたちにどのような意味があるのか、そして
その際にはどのような学習方法を用いたら
よいのかについてについて調査することで
ある。また、韓国・朝鮮の音楽だけではなく、
中国、フィリピン、ブラジルといった日本で
暮らす外国にルーツのある人々の音楽の教
材開発をしていきたい。 
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